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毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、13ページ又は市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　                     ★秘書広報課�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ臨

時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
臨

時
的
な
措
置
等
の
た
め
、
臨
時

福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
で
支
給
対
象
に
該
当
す

る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、
す

で
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　
市
か
ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ

て
い
て
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

①
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象　
平
成
28
年
１
月
１
日
現

　
在
、
本
庄
市
に
住
民
登
録
が

　
あ
り
、
平
成
28
年
度
分
の
市

　
県
民
税
が
非
課
税
の
人

《
た
だ
し
、
次
の
人
を
除
く
》

・
平
成
28
年
度
分
の
市
県
民
税

　
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶

　
養
さ
れ
て
い
る
人

・
生
活
保
護
の
受
給
者

・
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
支

　
給
決
定
ま
で
の
間
に
死
亡
し

　
た
人

支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
３
、０
０
０
円
（
１
回
限
り
）

②
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
向
け
給
付
金

対
象　
前
述
の
臨
時
福
祉
給
付

　
金
支
給
対
象
者
で
平
成
28
年

　
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
（
基

　
礎
年
金
制
度
以
前
の
障
害
年

　
金
で
は
１
級
と
２
級
に
あ
た

　
る
も
の
）
又
は
遺
族
基
礎
年

　
金
（
遺
族
厚
生
年
金
は
対
象

　
外
）
を
受
給
し
て
い
る
人

※
た
だ
し
高
齢
者
向
け
給
付
金

を
受
給
し
た
人
は
除
く
。

支
給
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
３
０
、０
０
０
円（
１
回
限
り
）

申
請
先　
地
域
福
祉
課
（
市
役

　
所
１
階
）

申
請
期
限　
２
月
28
日
㈫

★
地
域
福
祉
課
☎
�
３
１
１
６

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
（
紫
色
の

リ
ボ
ン
）
は
Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
と

す
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
そ
う
と
い
う
国
際
的
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　
埼
玉
県
と
県
内
23
市
町
で
は
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
の
一
環
と
し
て
、
み
な
さ

ん
に
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
を
作
っ

て
い
た
だ
き
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ

ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
（
壁
掛
け
）
を
完
成
さ

せ
る
巡
回
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
下
記
の
期
間
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
展
示
し
ま
す
の
で
、

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
作
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
１
月
19
日
㈭
～
26
日
㈭

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

★
市
民
活
動
推
進
課

　
　
☎
�
０
８
２
８

食
中
毒
・
感
染
症
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
！

　　
特
に
冬
場
に
は
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染
症

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
次

の
点
に
注
意
し
て
健
康
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

①
カ
キ
等
の
二
枚
貝
は
、
中
心

　
部
ま
で
十
分
加
熱
し
て
か
ら

　
食
べ
ま
し
ょ
う
（
中
心
温
度

　
85
～
90
℃
で
90
秒
以
上
の
加

　
熱
）。

②
調
理
器
具
・
食
器
を
洗
浄
消

　
毒
し
ま
し
ょ
う
（
熱
湯
・
塩

　
素
系
漂
白
剤
を
使
用
）。

③
日
常
的
に
「
し
っ
か
り
手
洗

　
い
」
を
し
ま
し
ょ
う
（
特
に

　
ト
イ
レ
の
後
）。

④
体
調
が
悪
い
時
に
は
、
調
理

　
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
吐
物
や
糞
便
を
始
末
す
る
時

　
は
、
使
い
捨
て
手
袋
や
マ
ス

　
ク
を
着
用
し
て
適
切
に
処
理

　
し
ま
し
ょ
う
。

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族

へ
援
護
金
を
給
付
し
ま
す

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
で
は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺

児
等
を
対
象
に
、
援
護
金
を
給

付
し
て
い
ま
す
。

対
象　
保
護
者
が
交
通
事
故
に

　
よ
り
死
亡
又
は
重
い
障
害
を

　
負
っ
た
、
18
歳
以
下
の
県
内

　
在
住
者

※
同
居
世
帯
の
総
所
得
額
が
一

定
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
も
給

付
条
件
と
な
り
ま
す
。

給
付
額　
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
年
額
10
万
円

給
付
時
期　
５
月
上
旬

申
請
方
法　
申
請
書
類
に
必
要

　
事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記

　
の
提
出
先
へ
郵
送
又
は
直
接

　
持
参

※
申
請
書
類
は
、
危
機
管
理
課

（
市
役
所
３
階
）、
総
務
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）、
学
校
な

ど
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
先　
〒
３
３
０
―
０
０
６
３

　
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―

　

６
―
18　
み
ず
ほ
信
託
銀
行

　
浦
和
支
店
（
☎
０
４
８
―
８

　
２
２
―
０
１
９
１
）

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈫

★
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

　
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
２
９

　
５
８

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛

金
の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
事
業
者
が
支
出
す

る
退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
（
次
の
①
～
④
す
べ

て
に
該
当
す
る
事
業
者
）

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お

　
お
む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー

　
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下
の
事

　
業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約

　
又
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約

　
を
し
て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１

　
年
以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、

　
市
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業

　
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利

　
用
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　
加
入
従
業
員
１
人

　
に
つ
き
１
年
間
あ
た
り
２
、

　
４
０
０
円
（
上
限
）

申
込　
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
電

　
話
又
は
直
接
左
記
へ

※
必
要
書
類
等
は
、
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
観
光
課
☎
�
１
１
７
５

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
１
月
19
日
㈭　

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午

　
後
０
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庄
市
役
所

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69

　
歳
ま
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら

　
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
を
し

　
た
こ
と
が
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
ml
・
２

　
０
０
ml
）

※
４
０
０
ml
採
血
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
４
０

０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
２
０
０
ml
献
血
は
、

必
要
量
が
集
ま
り
次
第
、
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
中
！

　
１
月
か
ら
２
月
の
間
、
埼
玉

県
内
の
献
血
ル
ー
ム
又
は
献
血

バ
ス
に
て
、
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
新
成
人
に
、
埼
玉
県

限
定
の
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
献
血
デ
ビ
ュ
ー
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
０
０
３

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

年齢七
な な が

掛け説
　我が国では社会の高齢化が進むなか、一方で人の身
体年齢はどんどん若返っていると感じているのは私だ
けではないと思います。
　漫画「サザエさん」の波平さんとフネさんの年齢を
ご存知でしょうか。驚くなかれ、54歳と48歳です。そ
の年齢にしてはずいぶん老けているなあ、とお思いで
しょうが、これは「サザエさん」の連載が始まった戦
後まもなくの頃（今から70年前）の54歳と48歳の男女
の姿を表しているのです。
　漫画「天才バカボン」のバカボンのパパ。ハチマキ
と腹巻をしたあの姿で「41歳の春」です。確かに私の
幼いころ（今から40年ほど前)、あのようなおじさんは
いましたし、あれで41歳でも違和感はなかったと思い
ます。今は皆無でしょう。
　現代社会は高齢化が進み、加齢により病気や要介護
状態になる人は確かに増えています。しかし一方で健
康な中高年は昔に比べて実年齢より大変若々しいと感
じます。
　誰が言い出した説か分かりませんが、現代の健康な

人々の身体はひと昔に比べ実際の年齢の七掛けと言
われます。これを「年齢七掛け説」（または人生七
掛け説）と言います。60歳の人であれば42歳、70歳
で49歳、80歳で56歳、90歳で63歳、そして100歳で
70歳ということです。70歳と言えば古

こ き

稀。確かに昔
の70歳であれば「古来稀

ま れ

なり」と言われたでしょう。
しかし今や100歳でもあまり稀ではなくなっているこ
とを考えると、この「年齢七掛け説」は信ぴょう性
があると感じます。お元気な中高年の皆さま、ぜひ
自信を持っていただければと思います。
　ところで自分も今年は50歳になります。七掛けす
ると身体年齢は35歳。そう聞くと嬉しくなるのは、
それだけ年を重ねたからなのでしょう。
　とはいえ、いずれにしても人生必ず老い、病み、
そして死を迎えざるを得ません。アンチエイジング
に心がける一方で、いつかは老いていく自らの体の
状態を冷静に受け止める心を養っていく、そんな精
神の鍛錬も、なかなかできるものではありませんが、
やはり大切だと感じるこの頃です。
　本年もどうぞお健やかにお過ごし下さい。
　　　　　　　　　　　　　 本庄市長


